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現在，微小 機械振動子 加速度計や振動
ャ ，原子間力顕微鏡 超精密計測器
用い い ．一方 ，機械振動子 熱振動
計測器 計測限界を決定す 重要 因子
い ．本研究室 ，原子間力顕微鏡

用い ク 片持ち梁 温度冷却
い熱振動 ー ック制振 関す 研

究を行 い ．こ ま ，熱振動 ー
ック制振 精密振動計測 ケ ソン干

渉計を用い た．一方 ，近年 研究
計測系 持 熱振動制振 限界を決
定す 主た 要因 こ 明
た． 高性能 制振を実現す ため，計測器
感度，S/Nを上昇させ 必要 あ ． 

今回，計測器 感度向上 ため， ケ ソ
ン干渉計 高 ァ ・ペ ー
(以下 FP)干渉計を用い ク 片持ち梁
熱振動 計測を行 た．実験装置 概略を Fig. 
1 示す．FP干渉計 ， ー 金コー を施
した ク 片持ち梁 構成さ ．今回計測
す ク 片持ち梁 ，長さ 240[μm]，幅
40[μm]，厚さ約 2.3[μm]， 定数約 2.5[N/m]
あ ，材料 単結晶 コン あ ．集光

FP干渉へ 影響を抑え ため，球面波
平面波 ー範囲内 キャビテ を
構成した．変位 対す 干渉光量 変化 最大

う キャビテ 長を調整し，測定した
干渉光量変化を周波数解析す こ ，梁 熱
振動 ワー ペク 密度(PSD)を計測した．
本実験 FP干渉特性を Fig. 2 ，熱振動計測
結果 Fig. 3 示す．詳細 実験結果 解析 発
表 譲 ． 

Fig. 1 Measurement system of the thermal vibration. 

Fig. 2 Interferometric characteristics of 
Fabry-Pérot interferometer. The gray 

solid line is the calculated value. 
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Fig. 3 Power spectrum density of thermal vibration 
of the microcantilever. 
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